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以下、本文別紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式７別紙  

 

論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

 

 

論文題目： カタカナ表記の ＜機能＞に関する一考察 

 

 学位申請者 李 宰錫 

 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授 金水 敏 

  副査 大阪大学教授 岡島 昭浩 

  副査 大阪大学准教授 岸本 恵実 

 

【論文内容の要旨】 

 本論文は、近・現代日本語におけるカタカナ表記の〈機能〉や〈イメージ〉を明らかにしようとするものである。

まず近・現代を戦前と戦後（ここでの戦争とは第二次世界大戦を指す）に大きく分かち、それぞれの時代を映し出

す代表的な資料を選定して、定量的・定性的な分析をしている。特に戦前の場合、表記は単に表記として読み手に

その〈機能〉や〈イメージ〉を伝達するものではなく、〈内容〉と〈文体〉と〈表記〉の三要素の関係性の中で遂

行されるので、ある文献が読み手に与える〈機能〉や〈イメージ〉は、〈内容〉〈文体〉〈表記〉のいずれが担うも

のであるかという点に留意しなければならないとするが、戦後は〈内容〉〈文体〉と〈表記〉の繋がりは分離され

ていると考え、新たに〈役割語〉あるいは〈キャラクター〉といった概念を重視している。以下、第 2章以降の構

成と内容についてまとめておく。 

 第 2章「戦前の〈カタカナ〉表記の機能」では、国語教科書、知識系の雑誌、新聞の告知文、漫画を資料として

取り上げている。それら資料におけるカタカナ表記の機能をまとめると、(A)教科書におけるカタカナ表記機能：

教育という要素のため、機能は明確に見られない (B)雑誌におけるカタカナ表記機能：知識機能の副次的要素 

(C)新聞の告知文におけるカタカナ表記機能：公的・電報機能の副次的要素 (D)漫画の発話文におけるカタカナ表

記機能：音声機能の副次的要素とまとめられるとする。これらを総合すると、戦前のカタカナ表記の機能は、「公

的・知識・音声性質の強化・強調機能」ということになる。 

 第 3章「戦後の〈カタカナ〉表記機能の概観」では、まず語彙単位でのカタカナ表記を分析し、外国、若者、異

なるニュアンスを与える機能があり、また発話人物に無知、不真面目（真面目の無さ）といったキャラクターを与

えているとしている。次にサブ・カルチャー資料に見られるカタカナ表記を分析し、「ある基準から相対的に離れ

た、一般的な状態ではないこと」を表出する要素として働いていると述べている。語彙単位の表記と併せて、戦後

のカタカナ表記の機能について「一般的ではない性質の強化・強調機能」とまとめている。 

 第 4章「日本語の〈カタカナ〉表記の機能」では、戦前と戦後の状況を総合し、明治期以後のカタカナ表記の機

能は、「対象の特定要素の〈ソト化〉機能」であると結論づけている。 

 

 



【論文審査の結果の要旨】 

 本論文は、明治期以後の日本語のカタカナ表記の特徴を〈機能〉〈イメージ〉という独自の観点から、一種のプ

ロトタイプ分析を試みている。この目的のために、戦前の資料については主として定量的な研究手法を採り、極め

て大量の言語資源にアプローチしている。調査対象となった資料群の中でも、知識系雑誌の三誌や、新聞の告知

文、また戦前の漫画資料等については、言語学あるいは文字・表記史の観点からほとんど取り上げられたことのな

いもので、その調査結果は極めて貴重である。特に、知識系雑誌の漢字カタカナ交じり表記から漢字ひらがな交じ

り表記への移行時期が、先行文献が明らかにしている総合雑誌の状況に比して10 年遅れているという事実をあぶ

り出した手法は見事であり、日本語の文字・表記研究史に着実な進展をもたらした。 

戦後の資料では特にサブ・カルチャー資料として、漫画、ライトノベル、ゲーム等を幅広く渉猟し、カタカナの

特徴的な用法を定性的な手法で細やかに分析している。また、論の補強として、電報、モールス信号、アルファベ

ット等の特徴や機能にも着目し、効果的に論に取り入れている。 

論の構成はしっかりと構造化されていて、全体の論旨は極めて明瞭である。個々の資料群の特徴を的確にまと

めた上で、それらの特徴をさらに高次の観点から抽象化し、総論として〈ソト化〉という大きな枠組みを提示する

ことに成功している。 

このように、本論文の成果は評価に値するものであるが、問題がないとは言えない。鍵概念として用いている

〈機能〉、〈イメージ〉、〈知識〉といった用語の定義が必ずしも透明なものとは言えないので、論を進めていく中で

指し示すものが変容していたり、偏っていると見られるところもある。例えば本論文で言う戦前の〈知識〉は、も

っぱら洋学系のものに偏していて、漢学や国学系については顧みるところがない。また、〈ソト化〉という結論を

導くことに性急なあまり、途中の細やかな分析の成果がこぼれ落ちてしまっているように見える点も残念である。

ウチ・ソトという二分法は確かに魅力的ではあるが、結局表現対象を二分すればどちらかが、ウチ、どちらかがソ

トになるというのは分かりやすいものの、結論としてはありきたりと言えなくもない。論文自体の表記の特徴と

して、＜ ＞（山括弧）を多用して鍵概念を際立たせようとしているが、結果としてはむしろ論を読みにくくして

いるという点も否定できない。 

とは言え、大量の資料を博捜し、そこから得られた知見を構造化しようとする力量は確かであり、本論文の最大

の魅力とも言える。申請者の研究者としての資質は疑いようもなく、この点で学位申請論文として十分認めうる

ものと結論づけられる。 


